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地域包括ケア「見える化」システムについて（概要）

 都道府県及び市町村は、介護保険法に基づき、３年ごとに「介護保険事業支援計画」及び「介護
保険事業計画」を策定することとされている。

 当該計画の策定のためには、各自治体の人口、高齢化率、要介護認定者数、各サービスの利用者
数などについて、現状を把握するとともに、将来推計などを行う必要がある。

 地域包括ケア「見える化」システムは、下記の４つの機能を有する。このシステムを活用するこ
とにより、都道府県・市町村の担当者は、正確なデータに基づき的確な計画策定を行うことが可
能となる。

①現状分析・・各指標を一覧することができ、他自治体との比較なども可能

②施策検討・・先進的取組事例の検索・閲覧などが可能

③将来推計・・介護サービス見込み量などの将来推計が可能

④実行管理・・計画値と実績値の比較が可能

 また、このシステムは一部の機能を除き、誰でも利用することが可能である。そのため、住民を
含めた地域の関係者間で、地域の課題や解決に向けた取組を共有でき、地域包括ケアシステムの
構築に向けた取組を推進しやすくなる。
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地域包括ケア「見える化」システムで提供する指標（例）

介護保険事業（支援）計画を策定するためには、以下のような指標（データ）が必要となる。
地域包括ケア「見える化」システムは、これらの指標を、自治体担当者などにわかりやすく提供することが可能である。

目的 区分 指標（抜粋） 元となる調査

現状分析

人口と世帯の状況 総人口、高齢化率、高齢独居世帯数（割合） 等 国勢調査 等

被保険者及び認定者数
第1号被保険者数、要介護認定者数（率）、性・年齢調整済み認定率
等

介護保険事業状況報告

介護保険総合DB 等

介護保険料 第1号保険料月額、必要保険料月額 等

介護保険サービスの
利用状況

介護サービス受給者数（率）、第1号被保険者1人あたり給付月額、性・
年齢調整済み第1号被保険者1人あたり給付月額、受給者1人あたり給付
月額、受給者1人あたり利用日数・回数 等

医療 後期高齢者1人あたり医療費、受療率 等
後期高齢者医療事業状況
報告、患者調査

その他
リスク高齢者の割合、地域づくりへの参加意向のある高齢者の割合、週
1回以上の通いの場の参加率、
介護人材の需給推計 等

介護予防・日常生活圏域
ニーズ調査 等

地域資源の状況 介護サービス施設・事業所、在宅医療を行う医療機関の位置情報等

介護サービス情報公表
医療（薬局）機能情報提
供制度
病床機能報告制度

実行管理

被保険者及び認定者数 第1号被保険者数、要介護認定者数（率） 等

介護保険事業状況報告介護サービス見込み量 介護サービス利用者数、利用者1人1月当たり利用日数・回数

給付見込み・保険料 総給付費、保険料基準額 等
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地域包括ケア「見える化」システムの主な機能・・①現状分析

① グラフによる指標値の地域間比較や、同一保険者の時系列比較が可能。
② 地図画面で、選択した指標の値の多寡を視覚的に把握可能。
③ 地域の介護事業所や医療機関等の分布の地図上へのマッピングが可能。

地域間の比較をするグラフから、同一保険者の
時系列推移を確認するグラフに切り替えが可能。

2

1

３
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地域包括ケア「見える化」システムの主な機能・・②施策検討

地域包括ケア構築に向けた先進的な取組事例について、現状分析から抽出された課題によるキーワード検索や、

人口規模や高齢化率等の類似する地域への絞り込みにより、検索・閲覧することが可能。

前月に検索が多かったキーワードの一覧を閲覧可能

人口規模、高齢化率、認定率、地域等、

検索条件の設定が可能
詳細な資料（PDFファイル）のダウンロードが可能

ブックマークした事例は、後からまとめて参照する

ことが可能
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地域包括ケア「見える化」システムの主な機能・・③実行管理

① 実績の対計画比を表示。
② 各サービス毎に、詳細な指標について実績の対計画比を表示。
③ 計画値と実績値、及び対計画比（実績値/計画値）を期単位・年単位で表示。

１ ２

3

年単位の計画と実績の状況を表示。

月単位の実績を表示。

全国の対計画比（計画値/実績値）の分布にお

いて、選択した保険者がどこに位置するのか

を表示。
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地域包括ケア「見える化」システムの主な機能・・④将来推計

介護サービス見込み量やそれに基づく保険料の推計を行うことが可能
（※）第７期介護保険事業計画策定に当たり、それ以前は、Excelファイルで配布してきた将来推計ツールの機能を、

「見える化」システム上に搭載し、保険者の作業負担・管理負担の軽減を実現している。

機能①：シミュレーション支援機能

施策反映の結果として推計される将来の保険

料と自然体推計との差を常時表示

機能③：エラーチェック・ワーニング機能

入力値、推計値に対してチェックを実施し、

入力ミスや異常値の発生を防止

機能②：自然体推計機能

推計に用いる実績値の伸びを選択する

ことで将来の介護サービス見込み量、

それに基づく保険料を自動で推計

機能④：グラフイメージのダウンロード機能

グラフは表示範囲や凡例の表示・非表示を変更可能
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地域包括ケア「見える化」システムの機能（全体像）

地域包括ケア「見える化」システムは、都道府県・市町村における計画策定・実行を支えるために「①介護・医療の
現状分析・課題抽出支援」「②課題解決のための取組事例の共有・施策検討支援」「③介護サービス見込み量等の将
来推計支援」「④介護・医療関連計画の実行管理支援」の機能を提供する。

「見える化」
システムの

機能

①
現状
分析

②
施策
検討

③
将来
推計

④
実行
管理 取組事例の共有・施策検討支援

 現状分析から抽出された課題、地域特

性等の条件を設定して柔軟に先進的取

組事例、ベストプラクティス事例等を

検索・閲覧可能な機能

介護・医療関連計画の実行

管理支援
 介護・医療関連計画における

将来推計結果、定量目標値等

（計画値）の登録機能

 計画値と実績値の乖離状況の

管理、地域間比較等の分析機

能

介護・医療の現状分析・課題抽出支援
 公的統計及びレセプト情報等から現状分

析・課題抽出に有効な指標群を随時自動的

に算出・提供する機能

 提供される指標群の解釈・課題抽出のポイ

ント等の助言機能

 日常よく活用する指標群等を保存しておく

機能

 介護サービス事業所、医療機関等の地域資

源の位置情報・基本情報の提供機能

 提供される情報をGIS・グラフ等によって直

感的に分析可能な機能

介護サービス見込み量等の

将来推計支援
 介護サービス見込み量、介護保険料

等の将来推計機能

 将来推計の考え方、適切に推計する

ための留意点等の助言機能

 国・都道府県による市町村別将来推

計結果の集計・分析機能
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令和４年度～令和６年度の予算措置及びスケジュール（概要）

○ 令和６年度までは、国庫債務負担行為を措置済みである。
○ 制度改正等に伴うシステム改修などについては、契約の範囲内で実施する予定。

令和４年度 令和５年度 令和６年度

仕様書において
定めている
代表的な
改修項目

※国庫債務負担行為
措置済

運用・保守
※国庫債務負担行為

措置済

制度改正等に伴う改修

日常生活圏域ニーズ調査に係る改修

ダッシュボード機能に係る改修

指標選択画面の改修

在宅介護実態調査に係る改修

ＬＩＦＥに係る改修

運用・保守
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論点と見直しの方向性等について

• 地域包括ケアシステムの構築に向けて、保険者の利用状況や意見等を踏まえ、本システムをより効果的・

効率的に活用する方策について検討するべきではないか。

論点・課題①

• 今後の改修に当たっては、保険者へのアンケート等を行い、契約の範囲内での対応を行う。

• 更なる利活用に向けて、他分野も含む自治体における好事例の共有などを検討する。

見直しの方向性①

• 成果目標（アウトカム）を保険者のシステム利用割合としているが、介護保険事業計画の策定の支援に資

するよう、より適切な目標を設定するべきではないか。

論点・課題②

• より介護保険事業計画の策定の支援に資する観点から、自治体に対してアンケートを実施し、自治体の本

システムへの評価を測定すること等を検討する。

見直しの方向性②
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地域包括ケア「見える化」システム

参 考 資 料

（これまでの改修）
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概要 これまでの改修①

平成27年7月以降、リリースを重ね、機能拡充を行ってきた。4次リリース以降は将来推計機能が本格運用されたこと
と、平成29年度に介護保険事業（支援）計画策定が行われたため、より自治体ユーザの利用機会が増加した。

平成27年度 平成28年度 平成29年度

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-7

地域包括ケア
「見える化」システム
の開発

1次 設計・開発

2次 設計・開発

1次 順次運用

2次 運用

3次 設計・開発 3次運用

★1次 ★1.3次 ★1.5次リリース時期：

★3次

機能 1次リリース 2次リリース 3次リリース 4次リリース

「現状分析」 1次 1.3次 1.5次

現状分析・課題抽出に有効な指標群の閲覧・データ取得機能 ○ 〇 〇 〇 〇

提供される指標群の解釈・課題抽出のポイント等の助言閲覧機能 ○ 〇 〇 〇 〇

提供される指標群のデータのExcelファイルへの出力・グラフ画像保存 ○

日常よく活用する指標群等を保存しておく機能 ○

介護サービス事業所、医療機関等の地域資源の位置情報・基本情報の閲覧機能 ○ 〇 〇

提供される情報に関するGIS・グラフ等による直感的な分析機能 ○ 〇 〇 〇

日常生活圏域の設定・日常生活圏域単位の指標群の閲覧 ○ 〇

「取組事例」

先進都道府県・市町村の取組事例、ベストプラクティス事例等の検索・閲覧 ○ 〇 〇 〇 〇

「実行管理」 ※自治体ユーザのみ利用可能

計画値と実績値の乖離状況の管理、地域間比較等の分析機能 ○

「将来推計」 ※自治体ユーザのみ利用可能

介護サービス見込み量、介護保険料等の将来推計機能 ○ 〇 〇

将来推計の考え方、適切に推計するための留意点等の助言閲覧 ○

★2次

★4次4次 設計・開発
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概要 これまでの改修②

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度

7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

地域包括ケア
「見える化」
システムの開発

5.0次 設計・開発

設計・開発 6次運用6次

設計・開発 7次運用

★5.0次ﾘﾘｰｽ

5.5次 設計・開発 ★5.5次ﾘﾘｰｽ

7次

★6次ﾘﾘｰｽ

★7次ﾘﾘｰｽ

5次順次運用 ★6.5次ﾘﾘｰｽ

機能 5次リリース 6次リリース 7次リリース

「現状分析」 5次 5.5次 6次 6.5次

資料閲覧・データのダウンロード機能 ◯ ◯ ◯

既存の指標の表示方法や改善、指標名等の見直し ◯ ◯ ◯

認知症高齢者や介護予防・日常生活総合事業の評価、在宅医療等に関する指標の追加
◯ ◯

画面レイアウトの改善等、ユーザの使いやすさ向上 ◯

第8期の介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（仮称）への対応 ◯

「取組事例」

取組事例のPDF全文検索機能 ◯

「実行管理」 ※自治体ユーザのみ利用可能

実行管理指標の追加 ◯

各指標値のExcel帳票ダウンロード機能 ◯

「将来推計」 ※自治体ユーザのみ利用可能

第8期介護保険事業（支援）計画策定に向けた将来推計機能の改修 ◯
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概要 これまでの改修③

令和2年度 令和3年度

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

地域包括ケア「見える化」
システムの開発

機能 8次リリース 9次リリース 10次リリース 11次リリース

「現状分析」 8次 8.5次

リハビリテーション指標、在宅医療・介護連携指標等に関する指標の追加 〇

インセンティブ指標等に関する指標の追加 〇

「実行管理」 ※自治体ユーザのみ利用可能

第８期介護保険事業（支援）計画進捗管理に向けた表示変更 〇

国機能・都道府県機能の拡充 〇

「将来推計」 ※自治体ユーザのみ利用可能

第8期介護保険事業（支援）計画策定に向けた将来推計機能の改修 〇 〇

「ダッシュボート機能」

介護保険事業の状況のダッシュボート機能の追加 〇

★8次ﾘﾘｰｽ

★8.5次ﾘﾘｰｽ

設計・開発

設計・開発

★9次ﾘﾘｰｽ8次順次運用

設計・開発 9次運用 ★10次ﾘﾘｰｽ

設計・開発 10次運用

★11次ﾘﾘｰｽ設計・開発
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事業名 地域包括ケア「見える化」推進事業 レビュー番号 担当部局・課室 老健局老人保健課

課題

〇 都道府県・市町村は、計画の作成に当たって、
介護サービス見込み量の将来推計を行うとともに、
現状の分析や各種調査結果の反映を行うことが求
められる。

現状分析

〇 都道府県・市町村は、介護保険法（平成９年法
律第123号）に基づき、保険給付の円滑な実施のた
め、３年を１期として、介護保険事業（支援）計画
の作成をしている。

〇 地域包
括ケア「見え
る化」推進事
業

令和４年度
予算額
302.4百万
円

令和３年度
予算額
285百万円
執行額
285百万円

【インプット】

〇 毎年度、利便性の
向上等を目的とした機
能追加や介護保険事
業（支援）計画策
定に向けた指標追加
等の改修を実施。

〇 安定した保守運用
を実施。

〇 利用方法の周知の
ため、マニュアルを整備
し、自治体職員を対
象とした操作講習会を
実施するとともに、ヘル
プデスクを設置。

〇 都道府県・市町
村・国民対して、年
間を通して、安定的
にシステムによるサー
ビスを提供。

〇 改修回数
令和４年度 １回
令和３年度 ２回
（実績）

〇 障害報告
令和４年度 ０件
令和３年度 ０件
（実績）

〇 「見える化」システム
を利用している保険者
の割合

令和４年度 100％
令和３年度 100％
（実績）

【アクティビティ】 【アウトプット】 【短期アウトカム】 【長期アウトカム】 【インパクト】

〇 介護保険
制度の適切な
運営を図る。

事業概要
【□新規 ☑既存 □モデル □大幅見直し】

〇 地域包括ケア「見える化」推進事業
「見える化」システムを通じ、公的統計や介護保険
総合データベース等の情報から、グラフやマッピング等
の直感的に分かる指標に「見える化」をすることで、
介護・医療の現状分析・課題抽出を支援するととも
に、先進的取組事例等を検索・閲覧可能とすること
で施策検討を支援する。また、介護サービス見込み
量等の将来推計や介護・医療関連計画の実行管
理の支援も行う。
【実施主体】 国（民間へ委託）

〇 介護保険事業
（支援）計画の効率
的な作成

〇 国民によるデータの
利活用
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